
　芸術文化の拠点として、歴史博物館、安祥公民館、安祥 城 
じょう

 址 
し

公園の一帯の「安祥文化のさと」に市民ギャラリーと埋蔵文化
財センターがいよいよオープンします。
　市民ギャラリーは、美術に関する表現の発表の場として皆さ
んにご利用いただけます。また、埋蔵文化財センターでは、市
内で発掘された遺物の復元、記録作業などを行い、復元された
遺物や作業の様子などを見ることができます。

■利用申し込み方法
●平成１６年度の展示室の一般利用については、空い
　ている分のみ随時受け付けています。
●平成１７年度以降の利用申し込みについては、下表
　のとおり行います。
●受け付けは、歴史博物館事務室（１１月１９日以降は
　市民ギャラリー）で行います。電話での申し込み
　はできません。

■開館時間　
午前９時～午後５時（入館は午後４時３０分まで）
※市民ギャラリー展示室は、利用時間を延長（午後
９時まで）できます。この場合、開館時間が展示時
間によって延長されます。
■休館日
毎週月曜日（祝日は開館）、祝日の翌日（土・日曜日、
休日は開館）、土曜日が休日に当たるときのその直後
の火曜日、年末年始（１２月２８日～１月４日）
■入場料
無料。ただし、市民ギャラリー展示開催者が入場料
などを徴収する場合があります。

使用日の初日が属する月仮申し込み受け付け期間

翌年４月～９月２月１日～１０日

翌年１０月～翌々年３月８月１日～１０日

◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　開館時間など　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆

展示室Ｄ

可動壁で展示室Ｄ、Ｅは区切る
ことができます

エントランスホール

建物の入り口。芸術と文化の薫る空間
へいざないます

◆問い合わせ◆
●文化芸術課

（歴史博物館内／�〈７７〉６６５５）
※１１月１９日以降は
●市民ギャラリー
（�〈７７〉６８５３）

●埋蔵文化財センター
（�〈７７〉４４９０）
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６日間の使用料１日の使用料床面積展示室名

１３，２００円２，２００円８４㎡展示室Ａ

２１，０００円３，５００円１３０㎡展示室Ｂ

２１，０００円３，５００円１２４㎡展示室Ｃ

２１，６００円３，６００円１３３㎡展示室Ｄ

２１，６００円３，６００円１３３㎡展示室Ｅ

■展示スペース
●展示室（展示室Ｃを除く）には可動壁があります。
●展示室Ｃの床面積には、展示ケース２２㎡を含みます。
●全室の床荷重は３６０㎏／㎡です。■使用料

●使用料は右表のとおりです。なお、５００円を超える入
　場料を徴収する場合は、表の２倍の額となります。
●１日の利用時間は、午前９時から午後５時までです。
●１日の利用時間を超える時間延長使用料は、１時間
　当たり５００円（展示室Ａは３００円）です。延長は最長
　午後９時までです。
●利用期間は、火曜日から日曜日を単位でお願いしま
　す。最長２週まで利用できます。

搬入口と荷物用エレベーター搬入口と荷物用エレベーター

皆さんの作品などをここから搬入しま
す

埋蔵文化財センター整理室

遺物の整理作業の様子を見学できます。隣の遺物の整理作業の様子を見学できます。隣の
展示収蔵庫では、市内の遺跡で発掘された土展示収蔵庫では、市内の遺跡で発掘された土
器などを展示します器などを展示します

創作実習室

各種講座を開催します

展示室Ｃ

固定のガラス展示ケースがあります。展示室Ａ・Ｂとあ
わせて利用できます

■埋蔵文化財センターの見学について
　埋蔵文化財センターの見学は、事前の申し込
みが必要です。歴史博物館（１１月１９日以降は同
センター）へお申し込みください。
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